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世界唯一の二足歩行ロボットによる格闘技大会 

第 11 回 ROBO-ONE 開催 
URL  http://www.robo-one.com 
 
ROBO-ONE 委員会 〔委員長 ： 西村 輝一〕 は世界で唯一の二足歩行ロボットによる格闘技大
会「第 11 回 ROBO-ONE 大会」 〔主催 ： ROBO-ONE 委員会〕 を下記のとおり開催いたします。 
 
 
開催日程 ： 
３月２４日 (土) 第１１回 ROBO-ONE 参加資格審査、予選デモンストレーション 
３月２５日 (日) 第１１回 ROBO-ONE 決勝トーナメント 
 
開催場所 ： 後楽園ホール  ※添付資料参照 
 
入場料金 ： 全席自由 一般当日券：2,000 円 前売り券：1,500 円 （小学生以下無料） 
 
 
 
■ROBO-ONE とは 
ROBO-ONE は二足歩行ロボットによる格闘技大会です。 
21 世紀はロボットの時代と言われていますが、ロボットをより多くの人たちに理解頂き、より良いロボット
の技術開発に貢献できればと考えています。 
 
■エンタテインメント性を重視した試合内容 
「ROBO-ONE 大会」ではロボットの楽しさを広めるために、
「試合の勝ち負けよりも、技術的な素晴らしさやエンタテ
インメント性を重視する」という観点から予選ではデモンス
トレーションを行います。華麗な動きや、アピール度、技術
力などが評価されます。決勝トーナメントではまさに格闘
技としての動きや技が勝敗を決めます。高度な技術によ
って人間さながらに動くロボットたちの動きや仕草は毎回、
来場したカップルやファミリーにいたるまで幅広い層に喜ば
れ、親しまれています。 
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第１１回 ROBO-ONE 開催概要 
主 催  ：ROBO-ONE 委員会 
企画運営：株式会社日本経済広告社 
企画協力：株式会社東京エー・ジー 

後 援  ：株式会社東京ドーム 
会 場 ：後楽園ホール 
事務局 ：株式会社ベストテクノロジー 

 

【協賛企業】 
株式会社バンダイ 
京商株式会社 
ツクモロボット王国 
株式会社サンライズ 
近藤科学株式会社 
株式会社テラネッツ 
 
オートデスク株式会社 
株式会社ディースリー・パブリッシャー 
サイバネットシステム株式会社 
株式会社イトーレイネツ 
株式会社バンプレスト 
株式会社ロクスリー 
株式会社ハイテックマルチプレックスジャパン 
株式会社デジタルリンク 
双葉電子工業株式会社 
日本遠隔制御株式会社 
日本ナショナルインスツルメンツ株式会社 
 
マイクロソフト株式会社 
株式会社 NESTAGE 
有限会社姫路ソフトワークス 
KDDI スーパーワールドカード 
株式会社大日本技研 
ロボスクエア 
ヴイストン株式会社 
アイ・ビー株式会社 
有限会社浅草ギ研 
セラコート工業株式会社 
株式会社エイチ・ピー・アイ・ジャパン 

 
 
株式会社エルエルパレス 
株式会社イクシスリサーチ 
プログレス・テクノロジーズ株式会社 
 
【キャラクター版権許諾協力】 
 ダイナミック企画 
 株式会社サンライズ 
 
【審査、解説、運営協力】 

エムエスシーソフトウェア株式会社 
株式会社オーム社ロボコンマガジン 
千葉工業大学未来ロボット技術研究センター 
富士通オートメーション株式会社 
日本ベンチャーキャピタル株式会社 

 
【協力】 
 infix ～ROBO-ONE テーマソング～ 
 株式会社シミズオクト 
 株式会社アスカ 
 財団法人 日本児童文化研究所 

株式会社深川スタジオ 
 株式会社ロクスリー 

 
ROBO-ONE は以上のご協賛、ご協力により

運営されています。 
 
お問い合わせ ROBO-ONE 事務局 
株式会社ベストテクノロジー  

  TEL ：044-542-5358   
  FAX ：044-542-5359 
  Email  info@robo-one.com 
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第１１回 ROBO-ONE 参考資料 
 
■規格審査および参加資格審査 
足裏の大きさなど形状を審査する規格審査と、ルールで定められた動作が行えるかを審査する参加資格

審査をおこないます。第 10 回大会で参加資格審査を通過したロボットは参加資格審査を免除します。 
 
■予選デモンストレーション 
1 台につき２分間が与えられ、ロボットの動き、特徴を発表します。発表内容は自由ですが、大会ごとに定

める「規定演技」をクリアしなければ高得点は望めません。第 11 回大会は「人の役に立つことをする」と「縄

跳び」の 2 テーマです。発表内容を審査員が採点し、上位 27 台が決勝トーナメントに出場できます。 
 
■決勝出場権認定大会枠 
地方のロボット大会振興のため、昨年より「決勝出場権認定制度」を設けました。認定大会で優秀な成

績をおさめたロボット 5 台は、予選が免除され決勝トーナメントに出場します。 
 認定大会(認定順) ロボファイト 4 
    姫路ロボ・チャンレンジ 
    第 1 回ツクモ CUP ロボットバトル大会 
    わんだほー ろぼっと か～にばる 
    ヒューマノイドカップ ロボットスプリント&ロボットバトル大会 
■決勝トーナメント 
第 11 回大会より重量別トーナメントを導入します。選出した

32 台のうち、重量で軽量級：16 台/重量級：16 台となるよう

にグループ分けをおこない、それぞれトーナメントを行います。

最後には、軽量級と重量級それぞれのチャンピオンが第 11
回 ROBO-ONE 総合優勝をかけて戦います。 
 
■今回の見どころ 
 大会テーマ「夢と感動が未来を造る」のもと、格闘技の聖

地、後楽園ホールで「ROBO-ONE」を開催し、二足歩行ロ

ボット格闘技大会という新しいエンターテイメントの未来を造

ります。 
 近年の二足歩ボット市場の拡大を受けて、エントリー数は

過去最高となる 180 以上となりました。重量別トーナメントを

導入し、拮抗したサイズのロボットによる発熱した戦いが予想

されます。最後には軽量級、重量級それぞれのチャンピオンに

よる試合を行い、二足歩行ロボットの世界一を決定します。 
 
【会場】 
後楽園ホール 
〒122-8575 東京都文京区後楽 1-3-61 青いビル 
http://www.tokyo-dome.co.jp/hall/ 
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取材される皆様へ 

第１１回 ROBO-ONE 
 
■取材に関するご注意 
 ・必ず事前に ROBO-ONE 事務局まで取材の申し込みをしてください。特に、テレビ番組・映像の取材は施設側へ

の事前手続きが必要になりますので、3/15 までにお願いします 
 ・当日受付にて取材媒体名をお申し付け下さい。PRESS バッチを配布いたします 
 ・控室などの撮影は可能です(運営の妨げにならないようお願いいたします) 
 ・ご不明な点はスタッフの指示に従ってください。従って頂けない場合には取材をお断りすることがあります 
 ・個人サイトおよび取材媒体が未定なフリーのマスコミの方は PRESS では取材をお受けできません 
 ・望遠レンズを用意ください 
 ・放送用撮影特例がございます(キー局の撮影については撮影箇所をご相談ください) 
 ・動画、画像ともに有料の配信、配布のための撮影は禁止いたします 
 
■スケジュール 
  3/24(土) 予選デモンストレーション 
  エントリー186 台から決勝トーナメントに出場する 27 台を選出,5 台は推薦枠で決定済 
 

9:00 選手受付開始 

10:30 オープニング 

10:50 予選デモンストレーション 

12:30 休憩 

13:00 予選デモンストレーション(適時休憩をはさむ) 

17:30 過去成績上位者による予選デモンストレーション 

19:30 決勝トーナメント出場者決定、エンディング  

    
   3/25(日) 決勝トーナメント 
  32 台から総合優勝を決定 

10:30 オープニング 

11:00 軽量級、重量級一回戦 16 試合 

13:20 ROBO-ONE 宇宙大会デモンストレーション 

13:35 軽量級、重量級二回戦 8 試合 

14:40 ROBO-ONE 協賛各社 PR 

15:10 新テーマソング発表 

15:30 準々決勝メインオープニング 

軽量級・重量級準決勝、3 位決定戦 

16:50 軽量級、重量級トーナメント決勝戦 

17:10 総合優勝決定戦 

17:20 表彰式 

18:00 エンディング 

  ※進行上、予告なくスケジュールが変更になる場合があります。 
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■取材可能エリアのご案内 
 下記図面の朱色に着色したエリアがリング撮影の場合に取材可能なエリアとなります。 


